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特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

　全日本時計宝飾眼鏡小売協同組合
（略称：ジョウ・ジャパン／組合員数
513人。近藤千佳之理事長）の「第9回
通常総代会」が、6月26日、上野精養
軒で開催され、議案通り全て承認・可
決された。
　冒頭、近藤理事長は「総代は全国の
代表であり、そのつもりで運営に携わっ

て欲しい」と要望し、続けて「商
売上難しい時期。一般紙にも出
ていたが、バーゼルフェアも評

判が良くなく、ブースが埋まらなかった
ようだ。だからといってスイス製品が良
くないというわけではないが、銀座の状
況を見ると、消えてなくなるのか場所が
変わったのかわからないが、時計の入
れ替わりが早いのが目に付く。店頭で
毎日商売していると、厳しさが実感とし
て湧いてくる。いつまで時計店をやって

いけるのかと考える。そんな中、セイ
コーの動きが大変気になる。どのような
秘策を施していくのか、読めなく、心配
している。と同時に、しっかりもしてもら
いたい。これまでセイコーに育ててもら
い、セイコーを育ててきた自負がある。
セイコー本社も尋ねたが、我々にプラス
になる話はなかった。商売替えも考えら
れない。なんとか一生懸命やっていき
たいと思う」と述べ、あいさつにかえた。
　平成30年度第9期事業計画の方針

としては、国産時計の販売が中心でア
フターサービスのウエイトも極めて高
い状況。来店頻度を高めるためにアフ
ターサービスのレベルアップと充実を
図ることが極めて重要。即ち、時計修
理技能士会へ加入し、国家資格である
技能検定試験による資格を取得してレ
ベルアップを図ることが重要。その上、
現在のデパート、修理専門店に劣らな
い技術を習得し、消費者の信頼獲得を
目指さなければ、お店の継承を図れな
いことから、時計技術の資格取得につ
いて組合員の啓発に全力を挙げて取り
組む、とした。
　総代会後は、部屋を移し懇親会を
開いた。

　ジュエリー業界にあってのビッグイベ
ントである㈱ナガホリ（長堀慶太社長）
の『2018創美展』が今年も6月22日、23
日の二日間、東京・日比谷の帝国ホテル
で行われ、2,000名の来場者で12億円
を超える売り上げを記録した。この数字
は、昨年の創美展で上げた14億円を下
回ったものの良質な商材が集まる消費
者展として認知されたものと思われる。
　内容的には、イタリアンジュエリーのブ
チェラッティ製品を40点以上売り上げ、
さらに、パンフレットの表紙にもなった同
社のオリジナルブランドNADIA（ナディ
ア）のテーマ商品である1.73ctのダイヤ

モンドジュエリー
（Dカラー、IF、1億
８百万円）が売
約になるなど、品
質の高い高額商
品が全体の数字
を大きく引き上げ
ていた。同社の経
営陣は
「 集 客
は多す
ぎると売り上げ単価が下がる。その点で
は、2000名が限界です。いかに来場した
お客様が満足のいくお買い物ができるか

にかかっています。
納得がいく商品説
明なくして購入は
してくれません」と
述べ、さらに都内
の大手デパートの
バイヤーは「特に
最近は、高額のダ

イヤモ
ンド製
品に人

気が集まっています。それと大粒な色石
のルースから製品に至るまでまんべんな
く購入されているようです」、関東の専門

店は「金製品に対する関心が高く、資産
性の高い商材に人気は集まっています」
とそれぞれ消費者心理を説明している。
　同展の前に大阪、福岡で行われた創
美展でも予定通りの売上実績を残して
いる。
　毎回同展の中で紹介しているクロー
ズアップ・デザイナーでは、デザイナー
として今年で創作活動35周年の梶光
夫さんと、創作活動10周年を迎えた梶
武史さんがこれまでの集大成として、
代表作の「エマーユジュエリー」を始め
としたアーティスティックな作品の数々
を発表、好評を博していた。

　日本貴金属
文化工芸協同
組合の「第56回
通常総会」が、5
月30日に開か
れ、総数38名中
28名（本人15、
委任13）が出席
し、議案通り全
て承認可決され
た。なお、第9号
議案で賛助会
員規約が一部

変更された。第10号議案の改選にお
いては、全員重任した。
　議案に入る前に、「後継者育成」表
彰が行われ、㈱ナガホリ、㈱ノブコイシ
カワ、㈱ミキモト装身具の3社に表彰状
が手渡された。
　平成30年度の事業計画は、①昨年
に引き続き、製造組合として経済的、社
会的地位の向上を目的に、有効な事
業に取り組み、活性化を図る。②組合
員減少に伴う収入減を勘案し、組合収
入、出資金等の財産運営に取り組み、
財政健全化に努める。③組合としての
既存事業を大幅に見直し、新たな展開
を図る。④技術セミナーの開催など、組
合員の技術・技能の向上を図る。⑤業
態を共にする事業者に組合事業を啓
蒙し、組合加入の促進を図る。⑥組合
員名簿を改編し、各ブロック・支部の円
滑な運営を促進し、組合員相互の交
流並びに情報交換の場を支援する。
　なお、ジュエリー製造団体等協議会

（JMC）
に つ い
て、定期
的な会
合で事
業を構
築する。
また、東

京貴金属検定協議会の事務局を担当
し、実施事務等の代行を行い、東京及
び地方の受験期間に協力し、実務を代
理する。
　重任となった小原雄司理事長は「二
期四年努め、新しい人へのバトンタッ
チも必要かと思ったが、定款も変わり、
やり残したこともあることから、この後
の二年間で、50代の若い人に上手くバ
トンタッチできるよう頑張っていきた
い。来年は年号も変わる。時代の変化
は早く、ITに人工知能（AI）が加わり、
色々なことが益々変化していくと思う。
製造においても今までの作り方とは異
なり、先日伺ったミキモトさんの工場見
学で、全ての机にCADが置かれていた
ように、いろいろな技術を使う。そして、
技能検定の組合として、きちっとしたも
のをつくっていくことが大切。良い技術
だけでは業界は発展しない。いかに消
費者ニーズを捉え、売れるものを考え
るか、技術研修だけではなく、消費者
ニーズを取り入れた研究が重要。ま
た、これまで技能検定を受けた技能士
を受け入れる団体がないため、賛助会
員方式で対応していく。どの組合もメ
リットがないことから会員数が減少傾
向にあるが、この業界で生活できてい
ることに感謝しながら組合活動を行う
ことが大切。与えられることだけではな
く、組合に参加・活動することをメリット
に変え、自分がやりたいことを見つける
ことが必要。少しでも前向きな組合にし
ていきたいと思う」と述べ、あいさつに
変えた。

 

　一般社団法人日本宝
石協会（JGS。伊藤彰理
事長）の「第8期平成29
年度定時社員総会」が6
月7日、オーラムビルで
開催され、全て議案通り
承認可決された。出席
者は13人。

　伊藤理事長は「宝石の素晴らしさを
発信すると同時に、宝石のより良い流
通環境を創造し、宝石の信頼性を向
上させることを目指している。JGSは、真
偽の判定・宝石学教育が業界の健全
な発展にとって不可欠との基本理念で
設立され、英国宝石学協会（Gem-A）
の日本における認定教育機関（ATC）
として、世界的権威として知られる宝石
学教育を日本宝飾クラフト学院様に教

育業務委託
し実施してい
る」などと話
し、日本の現
実について
「神戸国際
宝飾展に出
展していた海

外の友人に、“バイヤーは99％が中国
人。日本には石を売りに来るのではな
く、良い還流品が買えればと思ってきて
いる”」と言われていると指摘。デビアス
が発表の合成ダイヤモンドの件につい
ても「消費市場に正しく紹介されなけ
ればならないが、日本においても業界
上げて正しい取り組みを構築する時期
が来たように思う。取り扱い商品の正
しい情報開示・提供がより透明性の高
い、一般消費者から信頼される流通環
境を整えていく道と思う」とした。
　事業計画としては、宝石学教育事業
をはじめ、シンポジウム・勉強会、誕生
日石全集事業、宝石切手事業の他、後
援として、スリランカジェムフェスタ東京
を、東京国際ミネラル協会の協力のも
と支援していく予定とした。

　一般社団法人日本ジュエリー協会
の「第7回通常総会」が、6月19日、上
野精養軒で開催され、第1号議案から
第3号議案までの審議事項全てが議
案通り承認可決された。
　報告事項となる、「平成30年度事業
計画」によると、会員をバックアップす
る考えを基に、①消費者の信頼向上の
ための情報開示推進、②業界活性化
対策、③NIPPONの真珠・アコヤ真珠
の販売促進、④人材育成策の実施、の
4つを事業方針とし、個別具体策をス
ピード感を持って実施することが、各
会員の業績の進展及び人材育成に寄
与し、業界発展に結びつくことを確信し
ているとした。
　新役員として、常任理事に㈱ナガホ
リ代表取締役社長の長堀慶太氏が加
わった。
　各役職：会長＝中川千秋。副会長＝
近藤誠、小山藤太。■総務・財務部会部

会長＝小山藤太。総務委員
会委員長＝近藤誠。財務委
員会委員長＝丸山雅史。広
報委員会委員長＝山口純。
デザインアワード委員会委員

長＝西田良洋。■JC部会部会長＝長堀
慶太。試験委員会委員長＝加藤久雄。
資格制度委員会委員長＝氏家和彦。■
消費者部会部会長＝平田洋司。消費者
委員会委員長＝深沢英二。■宝石部会
部会長＝望月直樹。宝石委員会委員長
＝渡邉義久。■活性化部会部会長＝近
藤誠。国内活性化委員会委員長＝小幡
俊栄。技能者育成支援委員会委員長＝
小原雄司。貴金属文化会委員長＝近藤
誠。■海外支援部会部会長＝今西信
隆。海外支援委員会委員長＝中込健。

　名古屋のジュエリーメーカー㈱伊東
商店（名古屋市中区、伊東直樹社長）
が主催する、“ジュエリーの魅力を楽し
む”「エレガンスジュエリーフェア」が、お
城の見えるホテルナゴヤキャッスルで、
6月16・17日に開催された。
　「新しい魅力の発見」をテーマに、

2.01ctの最高品質
のダイヤモンドルー
スやスターサファイ
アなどを展示したエ

クセレントジュエリーコーナーをは
じめ、初出展の「D l u c e 」と
「MASSIMO RAITERI」「Dia Flo-
re」「Anvers」「NEONERO」
「NANIS」などを集めた魅惑の
海外ブランドから、「ZEN ROY-
AL」「SCENIC」「LATREIA」な
ど品質の高い国産ブランド、7人
の個性あふれるデザイナー陣に

よる競艶、その他、パール、ロングネッ
クレス、べっ甲、地金ネックレス、イヤ
リング、ブローチ、メンズといった幅広
いジャンルで多彩なデザインを揃え、
より楽しめるラインナップとなった。
　伊東社長は「今回、集客に苦戦
したが、より良いものを求める傾向

　弊社は日本国内における総代理店として、
「フルーチベルーニ」という商標権を保有し、
全国の百貨店様を通じて同商標権名にてブ
ランドジュエリーを販売し、皆様からご好評を
頂いております。
　ところが、最近無断で「フルーチベルーニ」と
いう弊社の商標権や画像を勝手に利用してジュ
エリーを販売している業者がおります。弊社の
弁護士を通じて調査するも、このネットショッピ
ングの住所、法人名、代表者が不明です。また、
ネット上でオーダーをするとこの商品は売り切
れましたとメールが届き、フルーチベルーニ以
外の商品を勧められます。一種のフィッシングサ
イトの可能性があります。
　どうぞ、「フルーチベルーニ」をお買い求め

の際は、まがい物にご注意頂きたくお願い申
し上げます。
　なお、弊社の販売した商品には、すべて「ライ
フタイムギャランティーカード」が付帯しており、
不具合があった場合、サイズ直し等のアフターメ
ンテナンスを無料で提供させていただいており
ます。お買い上げの際には、必ずライフタイムギャ
ランティーカードをお受け取り下さいませ。

　第13回全日本貴金属技能士連合
会と第23回東京貴金属技能士会の平
成30年度の総会が6月22日、文教区
民センターで行われ、諸議案とも全て
承認、可決された。
　両技能士会の会長である坂元亜郎
氏は「時流に合った“モノづくり”の上
部団体との連携も潤沢になり、今後は
当団体の強化とメンバー増員を図りた
い。現在、甲府や神奈川との連携の話
が進んでおり、90名を超える組織とな

るはず。また、報告に
なりますが昨年の12
月1日、一般社団法人
東京都技能士連合会
の設立40周年記念式
典が行われた会場
で、当技能士会が団
体として、さらに個人

として前会長の内田博紹氏と坂元亜
郎現会長が表彰の栄誉を受けました。
大変名誉なことであり、皆さんと共に
喜びを分かち合いたい。更に時代の要
請でもある“モノづくり”に対する良い
風が吹いている現状の中、皆さんと力
を合わせ当技能士会を本物の団体に
育てていきたい。そのためにも皆様方
の協力をお願いします」と挨拶をしてい
る。写真は東京貴金属技能士会の宮
元亜郎会長の挨拶スナップ。
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が強く、エクセレントコーナーの商品が
いつもよりも多く商談に入っている。会
場では満遍なく商談は続いているが、
デザイナーの三木稔氏や前田悠余氏
のブースが初日から人気を集めてお
り、それぞれの良さが来場者に響いて
いるように、新しいものを求めている傾

向も出ている。ダイヤモンドの人気は相
変わらず高いが、よりジュエリーの魅力
を広げるためにも色石の魅力が存分に
伝わっていくことに期待している。また、
予想以上にイベント（堀内孝雄氏）も
好評で、楽しまれている姿が多かった」
とコメントしている。

「フルーチベルーニと呼べるのはフルーチベルーニだけ」
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